
■ひとくちMEMO
いただいた金額の１割程度を祝儀袋に入れ、夫婦紙（めお
とがみ）と一緒にお返しする風習もあります。目上の人への
配慮も考え、空袋をお返しする地域もあるそうです。

ご結婚お祝いをご自宅に直接持ってきて下さった方などに、
その場でお返しにお渡しする御礼の品です。

一見普通のお祝い金封のように見えますが、夫婦紙（めおとがみ）と言って、
半紙を半分に折り曲げ、抱き合わせにしています。お多芽（おため）、「おうつ
り」とも呼ばれます。中には、祝儀袋や半紙・懐紙などいざという時にあった
ら重宝する品が入っています。

夫婦金封・のし袋とは？

＋
夫婦紙 いただいた金額の

1割ほどを入れる

用
し
返
お

お祝いを
持参した方

寿

このセットでお返しします

❷待ち受けた方が夫婦紙を
　渡します。

❶お祝いを受ける方の自宅に
　結婚祝い金封を持参します。

寿

生まれてきた赤ちゃんの名前を決めその名を書くため
のものです。お七夜当日に赤ちゃんの名前を書いた命
名紙を、神棚の下や床の間の鴨居又は赤ちゃんの枕も
とに一番近い所などに取り付けます。

命名紙とは？

命名紙の書き方

命名紙を外す日や
　貼っておく期間は？

Q.

A. 命名紙を取り付ける期間に決まりはありませんが、出生届の日か床上げを済ませた後に取り外
すのが良いでしょう。子供の成長を願って、へその緒と一緒に保管してあげてください。
アルバムなどに入れるのも良いでしょう。

続柄の書き方 長男、二男、三男..（次男でも間違いではありませんが、正式には二男と書きます。）
長女、二女、三女..（次女でも間違いではありませんが、正式には二女と書きます。）

●詳しくは、当社ホームページ「ご贈答マナー」をご参照ください。
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とに一番近い所などに取り付けます。
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命名紙を外す日や
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Q.

A. 命名紙を取り付ける期間に決まりはありませんが、出生届の日か床上げを済ませた後に取り外
すのが良いでしょう。子供の成長を願って、へその緒と一緒に保管してあげてください。
アルバムなどに入れるのも良いでしょう。

続柄の書き方 長男、二男、三男..（次男でも間違いではありませんが、正式には二男と書きます。）
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表書き(献辞)に使用する「御霊前」は亡くなった方の御霊（みたま）の
前にという意味合いがあり、「御仏前」は亡くなった方が成仏（じょう
ぶつ）した仏様の前にという意味合いがあります。

仏教界では亡くなって御霊となった故人は忌明けをもって成仏すると
の教えから、通夜、葬儀・告別式から忌明け直前までの法要には「御
霊前」を、忌明け法要以降の全ての法要には「御仏前」を用いることに
なっています。

「御仏前」
忌明け法要以降の
全ての法要

「御霊前」

通夜
葬式

通夜、葬儀・告別式から
忌明け直前までの法要

浄土真宗に限り、死とともに仏となって浄土に生まれ変わるとの
教えから、通夜、葬儀・告別式から「御仏前」を用いることになっ
ています。尚、仏式ではあるが宗旨が不明という場合は「御香奠」
として持参するのが無難です。 

忌明け
49日御霊 成仏

表書き（献辞）の使い分けは？

御香典
?

御霊前? 御仏前?

香典とは、故人に対する供養の気持ちを表わすものであ
り、線香や花の代わりとして法事・法要の際に持参します。

香典を持参する時期
初七日をはじめとし、四十九日までの間、法要は七日ごとにあります。ま
た、その後も、百箇日、一周忌、三回忌と続きます。満四十九年目の五十
回忌の法要をもって弔い上げ（満願）となっていますが、昨今では二十
七回忌又は三十三回忌をもって切り上げ弔い上げとするのが一般的に
なってきています。
香典を持参するのは、主な法要のみで、他は遺族による焼香やお供え
が行われます。

法事・法要の表書き
仏教の場合の熨斗の表書きは「御仏前」「御佛前」「御香奠」「御香料」
「御供物」などです。
「御仏前」という表書きは四十九日以降に使用される表書きで、佛式以
外には使用しません。

※通夜・葬儀のときと、法要とではのし袋の表書きが異なりますのでご
注意ください。

初七日
（しょなぬか）

四十九日
（しじゆうくにち）

初盆・新盆
（はつぼん）

一周忌
（いっしゅうき）

三回忌
（さんかいき）

七回忌
（ななかいき）

三十三回忌
（さんじゅうさんかいき）

初七日は、本来は亡くなってから7日目に行われる
のですが、最近は遺族や知人の日程に配慮し、葬
儀当日に、火葬場から戻ってきてから遺骨を迎え
る儀式（還骨勤行＝かんこつごんぎょう）と合わせ
て行われることが多いようです。

49日目

（死後の日数とは関係なく）初盆の法要は、四十九
日を過ぎてから初めてのお盆に行います。四十九
日よりも前にお盆が来た場合には、翌年に初盆の
法要を行います。 
お盆の時期は地域によって異なりますが、旧暦の
お盆なら7月。一般的には8月の13日～16日です。

満1年目

満2年目

満6年目

満32年目

この間、十三回忌、十七回忌、二十三回忌、二十七回忌といった具合に、年
忌法要があります。遺族のみで行われます。

追
善
法
要

追
悼
法
要

年
忌
法
要

●香典袋の書き方は宗教によって異なります。必ず喪家（喪主）の宗教にあった表書きの香典を持参します。

※蓮（はす）の花の絵がついているものは、仏式専用です。神式では蓮なしを使用します。 

黒白あわじ結び

藍銀あわじ結び

黄白あわじ結び

藍銀結切り

黄白結切り

藍銀結切り

金封 のし袋のし紙

法事・法要での香典

一般的に
「緑蓮は西日本」
「銀蓮は東日本」
 で使われます。

※新潟、山梨、静岡など、地域に
　より分かれる所があります。

●詳しくは、当社ホームページ「ご贈答マナー」をご参照ください。 ●詳しくは、当社ホームページ「ご贈答マナー」をご参照ください。462
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